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ＳＡＬＡ「会報」創刊号（１９９２年１２月１日発行）
の表紙を見ると、当初から関わった者としてなつかしい
思いがするのである。１４年の歳月にはそれなりの思い
出と悔恨もまた残るものであるが－
この表紙の写真は、１９８８年５月１９日・城西大学

水田記念図書館棟で行ったＳＡＬＡ設立総会時に図書館
の出入口階段で揃って撮ったものである。その後平成５
年にこの出入口は改修工事により閉じてしまった。
城西大の人事のことであるが、写真に載っている事務

長補佐の高橋清志君と武政恒雄君は他課へ異動があり、
その後中途で退職してしまった。私としては後釜として
期待をしていただけに残念だった。
写真の面々のことになるが、東邦音大の伊藤恵子さん、

明の星女子短大の遠藤恵子さん、共栄大の茂木代美さん
の顔が見えるが総会等出席の常連である。ありがたいこ
とである。長くお付き合いができることは運命の糸のつ
ながりのようなものがある。
東京國大の田口稔さん、今は教務課長をしていると思

うがこの方には個人的なことも相談し、図書館の各大学
情報など親身になって収集してくれた。又、彼はＳＡＬ
Ａのためよく動き実行してくれた。ＳＡＬＡ設立前半の
陰の功労者である。
そして、聖学院大の上沢田浩さんは私と同じ呑兵衛で

ある。呑兵衛にやや共通した天の邪鬼的な発想を持って
いるヒトであると感じた？
ＳＡＬＡ設立準備とその後の運営で忘れることができ

ない方が２名いる。既に定年で去ったが、文教大の松田
上雄氏と埼玉大の小野崎好夫氏である。
松田さんは温厚且つ心根の強い方なので、彼の柱的存

在がなければＳＡＬＡ設立準備は大分遅れたはずだ。一
方小野崎さんは私と同年代としてのお付き合いもあり図
書館に関するプロパ－としての自信もあったため大いに
勉強をさせてもらった。そして小野崎さんは通風で足腰
があまりスム－ズでなかったが、「幹事会」後の懇親会
には必ず参加してくれた。私が４０数年「俳句」（俳人
協会員）を作っていることから、ご自分も奥様も俳句を
しているということで共通の話題があった。
ただ、残念なことが一つある。それはＳＡＬＡ設立の

生みの推進役者である芝浦工大の山本二郎氏（既に退職

した）のことである。館内の人間関係があったのだろう
が、設立総会に本人は参加せず課長が席上不参加の報告
をした。我々幹事関係者としてはビックリした。いまだ
に未加盟である。
この会は当初から良識のある方々の集まりだったか
ら、意見の食い違いはかなりあったが、とにかく先に進
むことが必至であるということで妥協ができたことは、
精神衛生上誠にさわやかであった。
仲間づくりは一見煩わしいし億劫になるし僅かな勇気
も必要である。同質、異質の人格がぶっかり合い色々
種々な角度から本業（図書館）、人間等に対する学習が、
このような会の設立意義であると思えば何かのご縁で
会った同志がおのおのの性格を出し合うことも大切で
ある。
ＳＡＬＡの同志はどのような形のチ－ムになるのか、
どんな人的関係になるのか。最近のＳＡＬＡのサ－クル
を見ているといかにも事務屋の応対であり人間味には欠
ける気がする。世代の相違だけで図ることができない気
持ちの小ささがある。
リアルタイムになって、２００１年９月２１日の「幹
事会」の後、東京國大の計らいと会費制で正門前の「居
酒屋」での懇親会は、藤田、空林両さん（東京國大）、
中林さん（目白大）、伊豆さん（大東文化大）、高野さん
（東洋大）、近藤さん（十文字女子大）、井口さん（早大）、
山口さん（獨協大）らと“越の寒梅”を注ぎ合いながら
図書館の、自分の生き方などの情報交換をしながら時を
忘れるほど話し合ったことも、いずれよい思い出になる
に違いない。
是非、ＳＡＬＡの加盟館の方々、幹事会に入り限られ
た時間の中で人間同志が会った喜びをとっくりと確認し
合うことも肯けることなのではなかろうか。
最後に私事になるが、本籍は旧浅草鳥越（現在は浅草
橋になる）。戦前、親父（日本橋堀留生）が浅草で商売
をしていて、昭和２０年３月１０日の東京下町大空襲で
は九死に一生を得た体験がある。
３回転職（富士写真フイルム［南足柄町］、朝日信用
金庫［台東区］、協栄生命［中央区］）をし、そして商売
を起こしたが失敗し城西大に流れ込んできた。やっと無
事に６５歳で職業履歴を卒業しそうだ。

「設立総会の１枚の写真」―定年で去るにあたって―

城西大学水田記念図書館

戸　田　　　猛
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歴史家・朝河貫一の名を知る人は多くはない。若くし
てアメリカに渡り、その五十年の後半生をかの地に過ご
し、骨をそこに埋めてしまったからでもあろう。日本の
封建制度を研究し、欧米の歴史学界にいち早くそれを発
信しながら、日本の歴史学界から孤立してしまっていた
のは、彼の仕事がもっぱら英語で書かれていたからでも
あろうか。最近まで朝河貫一の名は日本の歴史学界でも
あまり知られてはいなかった。歴史の中に埋もれ、歴史
から忘れられた歴史学者とでもよぶような存在になって
いたともいえる。
朝河貫一は一八七三（明治六）年、福島県二本松の旧
士族の家に生まれた。戊辰戦争のなかで、二本松藩は会
津若松の先兵として壊滅的な打撃を受け、朝敵の汚名を
着せられたから、父親は山村の小学校に奉職するほかは
なく、貫一は清貧のなかで育ったが、県立安積中学を優
秀な成績で卒えている。中学時代、英和辞書で単語をお
ぼえたあと、おぼえてしまったページを口のなかに呑み
こんでしまい、あとに残った固い表紙を校庭の桜の根元
に埋めてしまったという伝説があり、いまも安積高校の
庭に「朝河桜」が残っている。
東京専門学校（早大の前身）を優秀な成績で卒えた朝
河は恩師たちに支えられてダートマス大学に留学し、つ
いでイエール大学の大学院で「六四五年の改革」、つま
り大化の改新の研究で博士号をとり、のちにイエール大
学で東西交流の歴史を講じ、日本史研究の礎をきずく道
をきり開いていくことになる。
なかでも、朝河自らが掘り起こした鹿児島県入来院に
残る中世古文書の精細な研究「入来文書」は初めてわが
国封建制度の本格的な法制史的研究で、イギリスやフラ
ンスなど西欧に成立した封建制度ときわめて類似したシ
ステムが東洋の島国日本の中世に実現していたという事
実が西欧の歴史学界に大きな関心をよび起こしたこと
は、記憶されなければならない。
とはいうものの、わたしが朝河貫一の生涯に関心をよ
び起こされるのは、その学問的業績もさることながら、
彼が生涯にわたって祖国に注ぎつづけた日本人としての
視線にあるともいえる。
二十三歳で渡米した朝河は、十年目の一九〇六（明治
三九）年冬、一年の休暇を得て帰国するのだが、日露戦

争の勝利に酔い痴れる祖国の姿にある衝撃を受けて、生
涯に一度きりの日本語による著作『日本の禍機』という
書物を書いている。西欧列強に伍して大陸侵略に歩を進
める祖国への警告は、その後一貫して変らず太平洋戦争
の勃発までつづくのだが、一九四一年十一月、日米戦争
の不可を説き、最後の手段として、ときの米大統領ルー
ズベルトを動かして天皇宛の親書を発案し、その効果は
百万分の一と信じつつも、案文の筆を執る老歴史学者の
後姿は感動的だ。
日本の歴史を透徹した眼で海の向うから凝視していた
この歴史家には、一九四一年の危機を回避できる唯一人
の政治的権威は天皇にあって、天皇を動かせば開戦はく
いとめることができるという認識で書かれた朝河の草稿
は、ルーズベルト大統領の採るところとはならず、紋切
型の書簡となり、それも天皇のもとに届いたのは、真珠
湾攻撃のあとだったと伝えられている。百万分の一の可
能性にかけた朝河の期待はむろん水泡のように消えた。
朝河の足跡を追ってイエール大学の東洋図書館、ワシ
ントンの議会図書館を訪ねたわたしは、この二つの図書
館の書庫の奥に、日露戦争の翌年帰国した朝河が、二つ
の図書館から託されてきた一万ドルの資金で蒐めた貴重
な和書がいまも記念碑のように手厚く保存されているの
をみて、朝河貫一という歴史家が生涯をかけて行なった
事業は、異なる文化をもつ二つの国の間に横たわる太平
洋に、相互理解という名の橋を架けようとしたことだっ
たのだと気づいたのだった。

太平洋に架ける橋―朝河貫一の生涯

東京国際大学国際関係学部教授

井　出　孫　六



4 会報 第 10 号　2002.  3.  31

実務担当者研修会は久しぶりの参加です。会場の立教大学
武蔵野新座キャンパスも久しぶりの訪問です。以前は家も少
なく、周りは畑だけのイメージだったような気がします。今
回大分変わっていました、そのせいかちょっと不安でしたが
無事会場に到着しました。
全体会では２つの講演、１つ目は東洋大学社会学部助教授
海野敏氏による大学図書館を取り巻く社会全体からのアプロ
ーチで「ネットワーク社会における大学図書館の新しい機
能」、２つ目が鶴見大学図書館主任長谷川豊祐氏による現場
からのアプローチ「電子化時代における図書館利用：本学に
おけるホームページからのサービス展開」が行われました。

参加者の感想
ネットワーク社会・電子化時代における影響や１８歳人口減
少に見られる定員割れ影響が、大学図書館に新しいサービス
を展開させて来ている。図書館システムの変化、目録から閲
覧重視、ホームページから図書館入館、電子ジャーナルの採
用など。定員割れした学科では、顕著な貸出冊数（一人あた
り）の減少が見られるとの事例報告が印象に残っています。
それに研修の問題、これはどこの図書館も頭を痛めているの
ではないでしょうか。鶴見大では、とにかく仕事をやらせる
という方法、担当者にする。そうすれば自分で習得していく
と言うお話でした。納得。
グループ討議では、司会者による進行方式でしたが、参加
者全員に何を討議させるのか、明確な進行方針が見えなかっ
たのが残念でした。

今回の研修会は、電子化がもたらす影響を図書館利用の面
から考え、講師による課題の整理、提案、そして各館の情報
交換によってサービス向上に生かすことを目的としました。
全体会では、まず東洋大学社会学部で図書館学を講義する
海野敏先生から、ネットワーク社会についての全体像や、そ
の中での図書館の機能について講演をいただき、次に、鶴見
大学図書館の長谷川豊祐氏から、図書館で実務を担当する立
場から、実際に鶴見大学図書館で取り組んでいる具体策を講
演していただきました。その後２グループに分かれて、講師
によるコメントをはさみつつ各館の情報交換を行いました。
簡単に、講演の内容を概略させていただきます。

講演１：「ネットワーク社会における
大学図書館の新しい機能」

講　師：東洋大学社会学部助教授　海野敏

１．活字社会の図書館

まず、１９８０年代までの社会を活字社会、１９９０年代
から現代を準ネットワーク社会、これからのデジタル化され
た社会をネットワーク社会と呼ぶ。図書館とは、情報と人と
を効率的に出会わせる機関であるといえるが、活字社会での

図書館は、図書・雑誌・新聞などの記録、蓄積が可能なメデ
ィアを中心にコレクションの形成、理念としての網羅的収集
と永久保存、アクセスへの利便を基本戦略としてきた。すな
わち時間的・空間的に分散している資料を集中させ、将来起
こりうる潜在的な要求にも応えられる広汎な選択と収集およ
び長期の保存を行ってきた。またこれらの情報提供を補完す
る機能としてコレクションの組織化（分類、目録作成、書
誌・索引作成、配架など）やレファレンス、相互協力などの
人的サービス、スペースの提供などが行われてきた。

２．図書館の社会的機能の変容

一方、情報流通の構造にも変化がみられる。パッケージ系
（印刷メディア・ＣＤーＲＯＭなどのデジタルメディア）、通
信系（ＴＶ・Ｒａｄｉｏなどのマスメディア）の普及からネ
ットワーク系（Ｗｅｂ・ＨＰ・メルマガ）の普及への変化で
ある。そしてネットワーク系メディアの普及はオンライン書
店、ＤＤＳ・オンディマンド出版、古書市場など、出版流通
に大きな変化をもたらした。これらの出版サービスは、ユー
ザーの個別の要求にこたえて提供されるわけで、この情報構
造のなかで図書館は社会的機能の変容を余儀なくされていく。

３．ネットワーク社会の図書館

現代の準ネットワーク社会においては、まだ印刷メディア
がまだ特権的な地位を保っているが、ネットワーク系メディ
アに関して言えば、活字社会の時代のコレクション形成や網
羅的収集などの戦略は無効になってしまった。しかも、これ
からのデジタル社会＝ネットワーク社会（ネットワーク社会
が到来するには、まだ、様々な条件が必要ではあるが）では、
印刷メディアは特権的地位を失い、活字時代のような図書館
の機能は必然的に縮小していく。

４．大学図書館の新しい機能

では、これからの大学図書館には、どんな機能が求められ
ているのか。情報技術の進展は、すなわち、情報源のデジタ
ル化、ネットワーク化をもたらし、情報リテラシー教育の重
要性はますます必要になる。従来までのパッケージ系メディ
アに対しては、収集・組織化・保管機能を継続していく役割
のほかに、より個別的、能動的なレファレンスサービスが求
められるだろう。また、学部や学科に合わせた資料の組織化、
研究・教育活動のためのネットワーク化された研究成果と研

第13回SALA実務担当者
研修会概要

平成13年11月28日
立教大学武蔵野新座キャンパス
参加館数26館
参加者数35名

テーマ：電子化時代の図書館利用
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究素材の提供などが求められる。そして、ネットワーク系メ
ディアを対象とした機能として、①どこからでもどこへで
も・・のネットワーク環境提供機能②大規模データベースへ
のゲートウェイ機能③人的支援としてのレファレンス機能④
利用者のニーズに合わせた選別・組織化を行うフィルタリン
グ機能⑤学内のデータの編集・公開などのエディトリアルセ
ンター機能があげられる。
最後に、これまでの空間とコレクションに加えて、擬似空
間とネットワークが必要になった。今後、図書館はますます
多業種、多業界も含んだ質の競合の時代を迎える。ネットワ
ーク系メディアを扱う十分な知識と技術、ネットワークとパ
ッケージを統合するサービス、そしてあえてマーケティング
用語を利用するなら、より詳細な消費行動の的確なキャッチ
アップ（消費者＝利用者は何をもとめて行動するのか）が求
められうだろう。

講演２：電子化時代における図書館利用
：本学図書館におけるホームページからのサービス展開

講　師：鶴見大学図書館　長谷川豊祐

１．直面している課題

●大学を取り巻く環境の変化
〈http://www.geocities.co.jp/Berkeley/4106/20010309nagoya/
20010309.doc〉参照
まず、大学を取り巻く環境―少子化による定員割れ、ＩＴ
化、多様化、グローバル化―の変化を捉え、その変化への対
応をするためのツールとしての図書館のＩＴ化を考えたい。
今後は高等教育機関の財政基盤が上向くことはないという経
営状況を認識していくこと、その上で図書館の管理運営を考
え、図書館に期待されているサービスとは何かを議論してい
くことが必要である。

大学図書館の顧客満足のためには、図書館にきている学生
のためではなく、大学に来ている学生を満足させるべきでな
のであり、そこでは、大学がこうありたいと言う姿に即した
図書館のありかたが問われる。では、図書館はＩＴ化をどう
利用するのか？
●変化への対応
〈http://www2d.biglobe.ne.jp/̃st886ngw/ej-url.htm〉参照
変化への対応には、まず、図書館員のスキルアップが必要
である。現実には、組織にスキルアップのための何かを期待
できない。個人的な努力、自己投資が求められる。そこで、
情報提供の入り口として、図書館ホームページを利用し、そ
れを作成し上手に利用することで図書館員自身の情報リテラ
シーも向上させられるのではないか。

２．ミッションを明確にする

図書館にもとめられているものはなにか、抽象的なプラン
ではなくその使命をはっきりさせることが必要である。そこ
で明確にした使命の一つは、ここ数年の利用者の減少に対応
し、具体的な数値目標として入館者数・貸出冊数の増加をめ
ざすこと、もう一つは、直接サービスとしての授業と教室外
の学習支援の強化である。

３．具体的な方策をたてる

明確になったミッションの実現に向けての方策として、ホ
ームページを利用する。具体的には、
・システムは図書館員の仕事のためでなく、利用者の使いや
すいものにする。
・図書館ホームページを開くことによって始まる利用案内
や、ＯＰＡＣ。
・紙媒体の図書館報「アゴラ」を発展的に解消してのホーム
ページでの一元的管理。
・図書館内の組織を改革して、学生サービス重視、整理部門
を縮小しても閲覧重視へ再編。
・大学広報での図書館や図書館職員（カウンター担当）紹介。
・カリキュラムへの対応。
・図書館ガイダンスと授業との連携。
・就職支援など。

最終的には、電子化時代といっても大事なのは「人」の力
なのではないか。

最後に、本協議会には一人職場に近い短期大学図書館も加
盟しているので、（むしろ多いと思います）少人数職場に対
する研修会も検討したらどうでしょうか。また、高校図書館
との交流会の企画もどうでしょうか。研修会の企画運営を管
理職ではなく、現場の担当者を入れた実行委員会形式という
ものもどうでしょうか。ぜひ検討してください。

（城西大学水田記念図書館　　小宮　隆志）

活字社会（―１９８０年代）からネットワーク社会（２
０？０年代―）への移行の中での図書館の変容についての講
義から、ネットワーク社会到来の条件が揃えられつつある様
子がわかり、これからの図書館がどのように変化していくの
か期待できました。

また、事例から利用者へのレファレンスサービスが大事で
あり、図書館員としての自覚の大切さを感じました。
グループ討議により、各館の情報交換がなされ、様子がよ
くわかりました。参考にさせてもらいます。また、資料の中
から「ハイブリッド図書館」に興味をもちました。
大学の教育サービスの一つとして、卒業までに学生の付加
価値を個人の資質に応じて伸ばすことが考えられます。その
ために図書館は授業と連携したサービスの向上が求められて
います。利用者に学ぶ愉しさを知ってもらうことや、情報活
動能力を身につけて送り出すことが必要であり、そのために
利用しやすい図書館にすることが、サービスの向上につなが
ると感じました。
（国際学院埼玉短期大学附属図書館　　 島　千枝子）
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朝霞分館の概要
所 在 地 東部東上線の朝霞台駅と武蔵野線の北朝霞

駅から徒歩１０分
利 用 者 文系５学部の１、２年次生約８，２００人と

教職員
蔵　　書 図書約２４万冊、雑誌約２，４００タイトル、

視聴覚資料約１１，０００点
学習用図書が中心で、約９割が和書で、
ほとんど開架です。

開館時間 ９時～１９時（土曜日９時～１６時）
職　　員 １０人、アルバイト８人
地域開放の経緯
平成３年、地域に開かれた大学作りの一環として、近

隣４市（朝霞市、志木市、和光市、新座市）の高校生を
対象に、当初は席貸しとして利用者の少ない時期、夏季
休暇中に限って様子を見ながら出発しました。
利用は閲覧と複写のみとし、来館時に申出て氏名を記

入すれば入館できることとしました。当時の統計を見ま
すと、平成３年夏季休暇中の１６日間で、４５０人、

平成４年　　　　　　１７日間で、５５５人、
平成５年　　　　　　１５日間で、２００人の高

校生が利用しました。
その後平成７年には１４０人まで減少しています。

（もっともこの数は、記名した人のみです。当時の入館
システムではフリーに入れたので、正確な数ではありま
せん）これは、近隣に図書館などの施設が充実してきた
こと、家庭環境で冷房が普及したことのほか、当館が学
外者に館外貸出しをしないこと、夏季休暇中なので閉館
が多いこと、開館時間が短いこと、駅からの距離がある
ことなどの原因が考えられます。
そこで、平成８年から利用方法（閲覧、複写のみ）は

変わらないのですが、利用できる時期を、１、２、７月
の本学生の定期試験および入学試験の時期を除く通年、
対象者も中学生以上の４市市民としました。現在もこの
形で継続中です。この変更によって、利用者は平成１２
年の入館者は１，０５１人、平成１３年は半年で８３７人
と大幅に増えました。
なお、平成１１年に入館システムを変更したのでこの

数字は正確です。
この一般的な市民開放とは別に、朝霞分館では、朝霞

キャンパスで開催される市民大学講座（受講可能対象者
は前記の４市市民）を受講する市民の方へは、受講期間
中、館外貸出しを含む利用を実施しています。
また、ＳＡＬＡの加盟大学の学生・教職員は、共通閲

覧証によって館外貸出しを含む利用ができます。

利用範囲の拡大
・館外貸出しについて、現状では前述の市民大学講座受
講生およびＳＡＬＡ加盟大学学生・教職員を除いて、
個人への貸出しを行っていませんが、図書館間の相互
貸借サービスの一環として、公共図書館への貸出は行
なっています。ただし、これもそこから先が問題で、
現状では貸出した図書館から外への持ち出しができな
い方式を取っています。個人に貸してはいけないのか
という問い合わせを以前、公共図書館から受けたこと
があります。
・インターネット、レファレンス、視聴覚資料の視聴、
他キャンパスからの取り寄せ、閉架書庫への入庫、そ
れぞれが、学内利用者優先のため基本的には利用でき
ませんが、要求があれば時期、時間を勘案して利用し
てもらうこともあります。例えば、学生休暇中とか、
１７時以降など。
・利用対象者については、当初から４市以外の人が来館
しても断らない方針できています。他大学の学生、教
職員の方は、一応紹介状の有無を聞き、次回は持参し
てきてくださいと言いますが、来館した人に閲覧を断
る事はいまの所ありません。高校生とその保護者の見
学あり、大学間の単位互換協定あり、図書館間のコン
ソーシアムありで、そして昨今はインターネットで蔵
書の検索が容易にできる事もあって利用者の範囲は拡
大の方向です。
広報について
平成３年以来、４市の市役所、教育委員会、高等学校、
公共図書館に案内を送っています。開始した当時は直接
市役所の担当者に会って、趣旨を説明し、市の広報誌に
記事を掲載してもらいました。
現在は、公開の案内を図書館の利用案内と開館日程表
に同封して送っています。
ちなみに、この案内には開放ではなく公開という言葉
を使用しています。
その他
このような、地域への開放も、東洋大学を対外的にア
ピールするという意義を根底に持ち、分館という業務
量・蔵書、多少の地理的不便さで、一挙に市民の方が押
し寄せる事はないという条件、図書館の建物に試験期以
外は余裕が多少あるということ、学外者へのサービスを
制限していることなどから、大きな負担を感じずに実施
できています。
ただし、市民の方がどういう要求、感想を持っている
かは聞いていませんので、アンケートなどで聞いてみた
い気もします。
市民開放の過渡的な形ですが、現状を報告させていた
だきました。

（東洋大学付属図書館朝霞分館　　高野　光代）

東洋大学付属図書館朝霞分館の
地域開放
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１．実施に至る経緯
所沢図書館の地域開放については実は創設当初からの
懸案でした。１９８７年、図書館創設の基本構想には利
用者の範囲に地域住民も含まれていたのです。しかしな
がら実際の開放は設立１２年後の１９９９年になってし
まいました。開放実施の直接のきっかけは１９９５年に
行われた早大奥島総長と所沢・飯能・狭山・入間の４市
長との座談会です。この会で大学図書館の開放も話題と
なりました。これを契機に改めてその実行に向けて条件、
方法等を検討し、学内的承認も経て１９９９年１０月、
ようやく実施に至ったものです。開放に関する広報等に
ついて所沢他４市立図書館のご協力も得ることができま
した。
２．開放のルール
・所沢、入間、狭山、飯能、日高の５市に在住・在勤す
る２０歳以上の人
・氏名、現住所(職場の住所)が確認できるもの(運転免
許等)を提示し登録します
・登録者には利用票を発行し、来館の際にはその利用票
を提示してもらい入館カードを貸与します。基本的に
は所沢図書館の資源は原則すべて利用可能とします
が、高額な学費を納入している学生と同様の条件では
逆に支障も生じるため利用の制限もつけました
・館外貸出はしない
・インターネット端末の利用は可ですが、その中の有料
データベースのアクセスは不可。
・学内外のILLはしない。(これは中央図書館等学内の他
館に影響を及ぼさないで所沢図書館に限定した制度で
あることを明確にするためです)
その他の制限として
・開放の趣旨は個人利用なので営利会社等組織目的のた
めの利用は不可。
だいたい以上のような大まかなルールで実施に踏み切
り何か問題があったらその段階で改正を検討することに
しました。
３．２０００年度一年間を通した利用実態
年間登録者数は下表のとおりです。

・所沢市民が多いのは地理的条件からして当然のことと
思われます。こちらの予測としては生涯学習を目指す

定年退職者層が多いことを想定していましたが若い年
齢層が多いことは意外でした。この中には他大学の学
生も少なからず見られます。
・日高市からの登録者は１名で結果的にはあまり意味が
ありませんでした。地理的に遠いということもありま
すが、他の４市の公共図書館が提携関係にあるのに比
べ日高市は独立した運営をしているため、広報面でも
不足だったのではないかと思われます。
・実際の入館者数が年間延べ９５５名もあったことは予
想外でした。もっと低いと予想していましたが、数字
だけでみるとこの地域開放は歓迎されたと受け止めて
よいと思います。
データとしてはここに提示しませんが、利用の実態を更
に詳しく調べました。
・登録者全２０８名のうち９２名(約４４％)が利用回数
１回のみというのは大学図書館の地域開放の話を聞い
て一度は覗いてみようという物珍しさでの利用とみら
れます。また登録しただけで実際の利用が０回という
登録者も３１名いたことは、大学のキャンパスと図書
館を見学した後、登録のみ行ってその後の利用がない
いわば「記念登録」でしょう。
・複数回利用している人の動向をみると、３回以上来館
の方は若年層が多い。しかし、２０回以上利用の方を
みますとその比率が逆転し高年層が多くなっていま
す。これは継続して読書などに宛てる時間が高年層の
方が比較的多くもてることの反映でしょう。逆に若年
層は何らかの調査が必要な時に来館するのではなかろ
うかと思えます。
・曜日別での利用者数でみると月曜と土曜が飛びぬけて
多い。月曜は日曜勤務の方の休日となっているためで
しょうか。あるいは公共図書館が休日のためてしょう
か。その理由は判然としません。
４．自評
全体的にみてこの開放実施後のこの約２年間は特に問
題もなく順調に運営できたのではないか、と思います。
当初は市立図書館の方から歓迎されざる市民も来館す
るのではないか、と懸念も示されましたが、幸い市立図
書館の方の杞憂に終わったようです。しかも、数字上で
は予想を上回る利用実態が記録され、一応市民の方にも
定着し歓迎された制度ではないか、と自評しています。

（早稲田大学所沢図書館　　井口　牧二）
地域別 人数 年代別 人数
所沢 148 20～29 74
入間 36 30～39 38
狭山 15 40～49 31
飯能 8 50～59 30
日高 1 60～ 35
計 208 208

早稲大学所沢図書館の
地域開放について

早稲大学所沢図書館の
地域開放について
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●会報第１０号の発行（２００２年３月３１日）
第４号から、発行は３月末日になっている。
表紙は「ＳＡＬＡホームページのトップページ」。
●第１４回総会（２００１年６月２日）
第１４回総会を、東京国際大学金子泰蔵記念図書館にお
いて開催した。
協議した案件は、（１）平成１２年度決算について（２）
平成１３年度事業計画について（３）平成１３年度予算
について（４）幹事館および会計監査館の選出、等であ
った。総会では、いずれの案件も原案どおり承認した。
幹事館を辞退する明の星女子短期大学図書館と文教大学
越谷図書館に変わり、埼玉女子短期大学図書館と目白大
学図書館の就任が承認された。会計監査館は１２年度に
引き続き聖学院大学総合図書館にお願いした。
また、新規加盟館として人間総合科学大学図書館、埼玉
学園大学情報メディアセンターの２館が承認された。
続いて、東京国際大学国際関係学部教授井出孫六先生に
よる「太平洋に架けた橋？「朝河貫一」評伝から？」の
講演があった。総会の参加館及び人数は、２６館名であ
った。（これ以外に委任状提出１６館あり）。総会終了後、
有志による懇親会を行った。
●研修会（２００１年１１月２８日）
第１３回実務担当者研修会を、立教大学新座キャンパス
において開催した。「電子化時代の図書館利用」をテー
マに、東洋大学海野敏先生と鶴見大学図書館長谷川豊祐

氏に講演をいただき、２つの分科会において研修を実施
した。参加館及び人数は２６館３５名であった。
●その他
ＳＡＬＡ通信９号を発行した。１０号を４月末に発行予
定。
●幹事会
幹事会は総会で選出された幹事館で構成し、当会の運営
に当たっている。２００１年度は３回の幹事会を開催し
た。分担は以下のとおり。
代 表 幹 事 東京国際大学図書館
企　　　　画 埼玉大学附属図書館

東京電機大学総合メディアセンター
東洋大学附属図書館朝霞分館
埼玉女子短期大学図書館

広　　　　報 大東文化大学６０周年記念図書館
早稲田大学所沢図書館
獨協大学図書館
埼玉女子短期大学図書館

相互協力便覧 淑徳大学みずほ台図書館
十文字学園女子大学情報・資料センター

ホームページ 淑徳大学みずほ台図書館
十文字学園女子大学情報・資料センター

庶　　　　務 城西大学水田記念図書館
会　　　　計 目白大学図書館
会 計 監 査 聖学院大学総合図書館
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